
現場紹介・工事進捗状況

• 仮締切撤去（転用）

制水ｹﾞｰﾄを設置したので、仮締
切の撤去を行いました。

設置していた３基の仮締切のう
ち２基は残りの２本に転用する
ため、一度撤去し水密ｺﾞﾑ等の
交換をしてから、今年度穴あけ
箇所に設置を行いました。

１号へ転用

２号へ転用

H26年度

２号へ

１号へ

仮締切
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• 放流管（発電管）

この放流管（発電管）も仮締切
やﾍﾞﾙﾏｳｽ等と同じように工場
で造られﾄﾚｰﾗｰを使い、現地ま
で運ばれてきます。

分割して運ばれてきた放流管
（発電管）をﾀﾞﾑ近くの組立ﾔｰﾄﾞ
で溶接し一つの管にします。

管の大きさは放流管が直径４．
８ｍ、発電管は直径５．２ｍあり
ます。

放流管組立の様子

発電管運搬の様子

4.8m 5.2m

発電管放流管
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発電管運搬 組立ﾔｰﾄﾞから
船にのせて

天端のｸﾚｰﾝで
持ち上げて

天端（上）へ旋回して下流の削孔用構台へ

下ろす

少し変わった管の運搬方法をご
紹介します。

発電管は上流側のﾔｰﾄﾞで組立て
られた後、船を使ってﾀﾞﾑ湖を渡
り、天端のｸﾚｰﾝを使って下流側
の構台まで運ばれます。 船で曳航

鶴田ダム

運搬
ｲﾒｰｼﾞ図
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• 放流管（発電管）設置

設置する際、予めﾄﾝﾈﾙ内に引い
ておいたﾚｰﾙの上にのせた管を
ｳｲﾝﾁという機械を使い、機械に
付いているﾜｲﾔｰを巻き上げる事
で、管は後ろ（堤内）へ移動しま
す。

設置後、ﾀﾞﾑの中で溶接を行い
ます。

放流管引込み後

放流管引込みの様子

鶴田ダム

WL=160m以下

堤内管設置
（水を
放流するための管）

上から見た図
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• 充填ｺﾝｸﾘｰﾄ

放流管を設置した後、ﾀﾞﾑ本体
と放流管の間にｺﾝｸﾘｰﾄを充填
する（隙間を塞ぐ）作業を行いま
す。

この作業（放流管設置→充填ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ）を繰り返して、放流管を
つくっていきます。

打設前

（ベルマウス）

断面図

打設後
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